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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間(平成25年２月１日～平成25年10月31日)におけるわが国経済は、政府の積極

的な経済・金融政策に対する期待感から円安・株高局面となり、企業の景況感も緩やかながら回復基調で

推移しております。一方、新興国の成長鈍化等、海外景気の下振れリスクは解消されておらず、先行きに

ついては楽観視できない状況にあります。 

情報サービス産業におきましても、企業収益の改善に伴いIT投資が持ち直しつつありますが、依然、投

資再開に慎重な企業も多く見受けられます。また、同業他社との受注競争も激しく、引き続き厳しい事業

環境が継続しております。 

このような状況下、当社グループにおきましては、「高品質のITで顧客の事業発展に貢献する」の経営

方針のもと、「品質を作る」「品質を保証する」「品質を維持する」をキーワードとして、付加価値の高

い製品・サービスの開発、営業力強化によるシェア拡大ならびに経営の効率化等に取り組んでまいりまし

た。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、スマートフォン市場の急速な事業環境変化の影響を受

け、品質検証サービス事業の売上高が減少しましたが、ハードウエアのリプレース需要に伴う仕入販売の

増加等により、売上高は304億８千９百万円、前年同期比９億３千万円(3.1%)の増となりました。利益面に

ついては、増収に伴う売上総利益の増加および経費削減効果により、営業利益は13億１百万円、前年同期

比１億２千５百万円(10.7%)の増、経常利益は12億７千８百万円、前年同期比１億７千２百万円(15.6%)の

増となりましたが、繰越欠損金の解消に伴い法人税等が増加し、四半期純利益は７億１百万円、前年同期

比１億９千万円(21.4%)の減となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

当社グループは、事業内容および経営環境に関してより適切な情報を把握するため、第１四半期連結会

計期間より、従来の報告セグメント「プロベック事業」、「プロフェッショナル事業」、「プロセス事

業」および「プログレス事業」の４区分を「品質検証サービス」、「IT基盤サービス」、「ビジネス支援

サービス」および「システム構築サービス」に変更しております。したがいまして、前年同期比較につい

ては、前年同期実績値を変更後の区分に組み替えて行っております。 

 

（品質検証サービス） 

品質検証サービス分野におきましては、一部国内スマートフォンメーカーの事業撤退・縮小の影響でエ

ンベデッドシステム検証サービス分野の受注が大幅に減少し、売上高は26億１千万円、前年同期比３億６

千３百万円(12.2%)の減、営業利益は１億５千１百万円、前年同期比１億８千３百万円の減となりました。 

（IT基盤サービス） 

IT基盤サービス分野におきましては、インフラ構築サービスおよびパートナー企業との協業サービスが

堅調に推移したものの、運用サービス事業が伸び悩み、売上高は80億９千５百万円、前年同期比２千５百

万円(0.3%)の減、営業利益は10億７千万円、前年同期比５千８百万円の減となりました。 

（ビジネス支援サービス） 

ビジネス支援サービス分野におきましては、ICカード認証システム売上高シェア１位(*1)を獲得した「S

martSESAME® SecurePrint！」(スマートセサミ セキュアプリント)シリーズなど、自社開発製品の販促活

動に努めてまいりました。業績面につきましては、Windows XPのサポート終了に伴うハードウエアのリプ

レース需要等で大口の仕入販売を受注し、売上高は34億９百万円、前年同期比９億３百万円(36.1%)の増、

営業利益は７千３百万円、前年同期比２千８百万円の増となりました。 

（システム構築サービス） 

システム構築サービス分野におきましては、より高品質・高付加価値なサービスを顧客へ提供すべく、

開発品質および生産性の向上ならびに事業部間連携強化による営業力の向上などに努めてまいりました。

業績面につきましては、金融業を中心に受注が堅調に推移し、売上高は163億７千４百万円、前年同期比４

億１千６百万円(2.6%)の増、営業利益は22億６千９百万円、前年同期比３億１千７百万円の増となりまし

た。 

 

*1 株式会社ミック経済研究所が平成25年８月20日に発表した「セキュアプリントシステムの市場動向調査」におい

て、「SmartSESAME® SecurePrint！」が2012年度ICカード認証システム売上高１位(シェア42％)を獲得しました。 
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 (2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

総資産の残高は345億８千３百万円となり、前連結会計年度末と比べ６億４百万円の増加となりました。

これは、有価証券が７億６千７百万円増加、現金及び預金が４億９千万円増加したこと、受取手形及び売

掛金が３億９千６百万円減少、建物及び構築物（純額）が３億４千７百万円減少したことなどによるもの

です。 

（負債） 

負債の残高は141億７千４百万円となり、前連結会計年度末と比べ３千４百万円の増加となりました。こ

れは賞与引当金が５億２千６百万円増加したこと、退職給付引当金が２億５千２百万円減少、短期借入金

の返済により２億４千９百万円減少したことなどによるものです。 

（純資産） 

純資産の残高は204億８百万円となり、前連結会計年度末と比べ５億６千９百万円の増加となりました。

これは、四半期純利益を７億１百万円計上したこと、その他有価証券評価差額金が１億１千２百万円増

加、少数株主持分が７千２百万円増加、剰余金の配当により３億４千８百万円減少したことなどによるも

のです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成26年１月期の連結業績予想につきましては、平成25年３月14日に公表いたしました業績予想に変更

はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

前第３四半期連結累計期間（自  平成24年２月１日  至  平成24年10月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：千円） 

報告セグメント 
 

プロベック 
事業 

プロフェッ
ショナル事業

プロセス
事業 

プログレス
事業 

計 

調整額 
(注)１ 

合計 

売上高    

  外部顧客への売上高 3,082,332 10,205,504 2,465,628 13,805,237 29,558,702 － 29,558,702

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

64,050 100,921 13,009 206,911 384,892 △384,892 －

計 3,146,383 10,306,425 2,478,638 14,012,148 29,943,595 △384,892 29,558,702

セグメント利益 
又は損失（△） 

183,085 374,287 △185,230 788,915 1,161,057 15,076 1,176,134

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去15,076千円が含まれております。 

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自  平成25年２月１日  至  平成25年10月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：千円） 

報告セグメント 

 
品質検証 
サービス 

ＩＴ基盤
サービス

ビジネス
支援 

サービス

システム
構築 

サービス
計 

調整額 
(注)１ 

合計 

売上高    

  外部顧客への売上高 2,610,243 8,095,161 3,409,199 16,374,874 30,489,479 － 30,489,479

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

30,080 178,015 70,880 116,304 395,280 △395,280 －

計 2,640,324 8,273,176 3,480,079 16,491,178 30,884,759 △395,280 30,489,479

セグメント利益 151,911 1,070,426 73,868 2,269,324 3,565,530 △2,263,797 1,301,733

(注)１ セグメント利益の調整額△2,263,797千円は、主に報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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２ 報告セグメントの変更等に関する事項 

従来、報告セグメントを「プロベック事業」、「プロフェッショナル事業」、「プロセス事業」および「プログ

レス事業」の４区分としていましたが、第１四半期連結会計期間より、事業内容および経営環境に関してより適切

な情報を把握するため、事業区分を見直し、「品質検証サービス」、「IT基盤サービス」、「ビジネス支援サービ

ス」および「システム構築サービス」に変更しております。 

なお、セグメントの事業区分を変更したことによる前第３四半期連結累計期間の報告セグメントごとの売上高お

よび利益または損失の金額に関する情報は、以下のとおりであります。 

 

前第３四半期連結累計期間（自  平成24年２月１日  至  平成24年10月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント 

 
品質検証 
サービス 

ＩＴ基盤
サービス

ビジネス
支援 

サービス

システム
構築 

サービス
計 

調整額 
(注)１ 

合計 

売上高    

  外部顧客への売上高 2,973,720 8,120,586 2,505,637 15,958,757 29,558,702 － 29,558,702

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

63,582 66,189 73,428 211,800 415,001 △415,001 －

計 3,037,302 8,186,776 2,579,066 16,170,558 29,973,703 △415,001 29,558,702

セグメント利益 335,445 1,128,808 45,816 1,951,551 3,461,621 △2,285,487 1,176,134

(注)１ セグメント利益の調整額△2,285,487千円は、主に報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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